
滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

□定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート ■作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

□定期考査 　　　
□小テスト 　　　
■ノート ａｂ c
■振り返りｼｰﾄ ａｂ c
■作品 ａｂ c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂ c
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
□小テスト 　　　
■ノート ａ b c
■振り返りｼｰﾄ ａ b c
■作品 ａ b c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａ b c
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
□小テスト 　　　
■ノート ａ b c
■振り返りｼｰﾄ ａ b c
■作品 ａ b c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａ b c
□その他 　　　
（ ）

使用教室 Ｅ科実習棟

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

24E-301-1

教科名

・生徒の興味・関心、進路希望等に応じて、(1)作品製作,製品開発 (2)調査,研究,実験 (3)産業現
場等における実習 (4)職業資格等の取得の中から、個人又はグループで工業に関する適切な課題を
設定し、主体的かつ協働的に取り組む学習活動を通して、専門的な知識、技術などの深化・総合化
を図り、工業に関する課題の解決に取り組むことができるようにする。

評
価
法

整理番号

年 単位数科目名 3
課題研究(電気系)

工業（電気） 科 学年 3

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめる。

・工業技術基礎（実教）
・配布資料および市販の参考書等

主体的に学習
に取り組む態
度

・工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付
けられた技術を身に付けることができる。

ａ･ｂ･ｃ
評価方法

学習内容・ねらい月 学習項目・単元

興味関心を持ち意欲的に研究を進めてほしい。自主的な取り組みを評価する。

2

3

評価

学期

・工業に関する課題を発見し、工業に携わる者として独創的に解決策を探求
し、科学的な根拠に基づき創造的に解決することができる。

・課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展や社会貢献に主
体的かつ協働的に取り組もうとする。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

4

項目

・問題点を発見
し，それに対する
解決方法を考え、
グループでまとめ
提案できる。

年間を通じて設定した電気に関する研究テーマに
対し、自ら活動計画を立案し、調査・実験・製作
に取り組み、その成果をまとめ学年末に発表す
る。
研究テーマは以下のようなものに取り組むことが
できる。

１．調査・研究・実験
電気と自然エネルギーについて調査研究し、その
有効利用について学習する。

２．作品製作
実習等で得られた知識や技術を活用し、さらに新
しいものを身につけることを前提に、電気や自然
エネルギーに関係の深い作品を完成させる。

３．その他
職業資格の取得
計画性を持ち資格取得に関する項目に取り組む。
ロボット競技大会への参加（校内・県・全国）

４．課題研究発表準備および発表
研究成果をまとめプレゼンテーションの練習。
プレゼンテーション　および2年生にもそれを見
学させて次年度に活かす。

・課題を自ら見い
だして設定し、課
題解決に対して意
欲的に取り組むこ
とができる。

・研究対象に関す
る基礎的な知識を
理解し、課題を解
決するための取り
組みができる。

担当者からのメッセージ（学習方法など）

5
1

6

7･8

9

10

11

12

1

2

3



滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

■定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａ　　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
■作品 ａｂc
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ 　b 　
■作品 ａb c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
■その他 　　c
（ ）

■定期考査 ａb 　
□小テスト 　　　
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａ　c
■作品 ａ　c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 　b c
□その他 　　　
（ ）

担当者からのメッセージ（学習方法など）

就職前の実践に近い形で、実習を進めていく。あわせて、社会人としての心構えも身に着けさせる。

2

3
学年末考査

2 実習
（機器・計測・

（機器・計測・

評価

学期

実習中は常に安全第一を考え、事故のないように心がける。また、疑問点は
良く調べ、より確かで科学的な思考力が身についたか。

共同実験者と協調しながら、個人として責任・規律・勤労の態度等の習慣を
養い、お互いに学び競い合いを高めていけたか。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

電気科実験実習指導書（電気科作成）

主体的に学習
に取り組む

態度

情報・工事） パルス波形・波形制御

項目 ａ･ｂ･ｃ

11
12

全実習課程を全体として理解できたか。実習終了後は、実習中に学んだ知識
等を実習報告書としてまとめ、理解が深まったか。

1 ローテーション CAD

24Ｅ-302-1

教科名

専門教科の学習により習得してきた知識をもとに、実験実習の技術を習得しこれに習熟するこ
と

評
価
法

7

評価方法
学習内容・ねらい

4
5
6

月 学習項目・単元

ローテーション
実習
（機器・計測・
情報・工事）

1

並列共振回路
オペアンプの増幅
総合電気工事実習１
保護継電器の特性試験シーケンス制御１
期末考査

整理番号

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数科目名 3

ローテーション
実習

電気実習(電気系)
工業（電気） 科 学年 3

使用教室 Ｅ科実習棟

高圧実験２
シーケンス制御３

発振回路の特性
総合電気工事実習２
高電圧試験１
シーケンス制御２
三相同期発電機の特性
期末考査

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

情報・工事）

9
10

学習の
目標

使用教科書
副教材　等



滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

■定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題 （プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａ　　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
■作品 ａｂc
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ 　b 　
■作品 ａb c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
■その他 　　c
（ ）

■定期考査 ａb 　
□小テスト 　　　
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａ　c
■作品 ａ　c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 　b c
□その他 　　　
（ ）

使用教室 Ｅ科実習棟

学年末考査

総合電気工事実習２
企業・設備見学２
シーケンス制御２
企業・設備見学２
コンピュータ実習１
コンピュータ実習２

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点（１
～10の10段階）にまとめます。

変調復調回路
パルス波形と波形整形

9
10

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数

２学期期末考査

科目名 ３

発振回路の特性
高電圧試験１

プログレス実習(電気系)
工業（電気） 科

7

学年 ３

24Ｅ-303-1

教科名

専門教科の学習により習得してきた知識をもとに、実験実習の技術を習得しこれに習熟すること

評
価
法

6

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

三相誘導電動機
並列共振回路
オペアンプの増幅
保護継電器

1

総合電気工事実習１
企業・設備見学１
シーケンス制御１
１学期期末考査

整理番号

電気科実験実習指導書（電気科作成）

主体的に学習に
取り組む

態度

項目 ａ･ｂ･ｃ

11

電気実習について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに，関
連する技術を身に付けている。

12

1 高電圧試験２ シーケンス制御３

評価

学期

電気実習に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業
技術の進展に対応し解決する力を身に付けている。

電気実習を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展
に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・表
現

担当者からのメッセージ（学習方法など）

練習課題を解き、現象を理解できるようになろう。

2

3



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 ■小テスト ■ノート □振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題 （プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂ　
■小テスト ａｂ　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb 　
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb 　
■小テスト ａb 　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

使用教室 ＨＲ教室

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

9

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

電気機器（738　実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

・各種電気機器の原理・特徴を理解し，その取り扱いが正しくできる。
・起電力やトルクなどの諸計算ができる。
・各種電気機器の利用技術について，正しく理解できる。

評価

学期

・電気基礎および電気実習の学習で習得した関連知識を生かし，電気機器につ
いて発展的に思考・考察し，導き出した考えを的確に表現することができる。

・発電機，電動機，変圧器およびこれらに付属する機器について，原理・構
造・特性・用途などに興味をもち，積極的に学習に取り組むとともに，技術者
としての態度を身につけている。

評
価
観
点
の
趣
旨

科目名 2
電気機器（選択Ｄ）

工業（電気） 科 学年 3 単位数

24E-304

教科名

１．直流機器，交流機器およびこれらの機器に使用される電気材料に関する基礎的知識と技術を習
得し，電気機器の実験・実習の併習により，活用できる能力を身につける。
２．パワー半導体デバイスとそれらのデバイスを用いた基本回路および応用回路に関する基礎的知
識と技術を習得し，活用できる能力を身につける。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

1

整理番号

年

項目

11

10

12

1

7

「電気機器」を学
ぶにあたって

第１章　直流機

第２章　電気材料

第３章　変圧器

第３章　変圧器

第４章　誘導機

第５章　同期機

第６章　小形ﾓｰﾀと
電動機の活用

・負荷に最適な電動機の種類の選定条件，電動機
の所要動力の計算および保守のﾎﾟｲﾝﾄなどについ
て理解させる。
・半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽの原理，構造，特性の基本的な知
識について習得させる。
・ｲﾝﾊﾞｰﾀの原理，基本回路の動作に関する基本的
な知識を理解させ，VVVF電源装置などの利用例に
ついて把握させる。

・電気機器が電気ｴﾈﾙｷﾞｰを効率よく利用する方法
について理解させる。
・直流機の原理や構造などの基礎的知識や技術を
習得する。
・電気材料の種類や特徴などについて習得し，活
用できる能力を育てる。
・単相変圧器の原理，構造，特性および等価回路
について理解させ，活用できるようにする。

・三相変圧器の原理，構造，取り扱いに関する知
識を習得させる。
・三相誘導電動機の原理，構造，特性に関する知
識と技術を習得させ，活用できるようにする。
・三相同期発電機の原理，構造，特性について理
解，習得させ，活用できるようにする。
・小形直流ﾓｰﾀなどの構造や特徴に関する知識を
習得させ，活用できるようにする。

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

担当者からのメッセージ（学習方法など）

6

ａ･ｂ･ｃ

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

身近な活用例に興味関心を持ち、意欲的に理論や現象を理解しようとする態度を身につける。

2

3
3

2

第６章　小形ﾓｰﾀと
電動機の活用

第７章　ぱわーえ
れくとろにくすパ
ワーエレクトロニ
クス



滋賀県立彦根工業高等学校

■必修 □選択

■定期考査 □小テスト ■ノート ■振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
■小テスト ａ　　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
■作品 ａｂc
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
□定期考査 　　　
■小テスト ａb c
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ 　b 　
■作品 ａb c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
■その他 　　c
（ ）

■定期考査 ａb 　
□小テスト 　　　
■ノート ａb c
■振り返りｼｰﾄ ａ　c
■作品 ａ　c
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 　b c
□その他 　　　
（ ）

使用教室 ＨＲ教室

制御用コンピュータ
電池　表面処理　電解化学工業  

定電圧送電　送電線路の事故
電熱の基礎　各種の電熱装置　電気溶接
                            ２学期中間考査
配電系統の構成
電熱の基礎　各種の電熱装置　電気溶接
自家用電気設備　屋内配線

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

配電
電気加熱（電熱）
屋内配線
自動制御

9

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数

自動制御の概要　

シーケンス制御             　 期末考査

科目名 4

送電の運用
電気加熱（電熱）

電力技術
工業（電気） 科

～

学年 3

24Ｅ-305

教科名

電力施設、設備に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる

評
価
法

6

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

送電方式
照明
送電線路
送電線路

1

送配電系統の構成
照明の基礎　光源
架空送電線路の電気的特性　　1学期中間考査
電力ケーブルの電気的特性
照明設計　　　　　　　　　　期末考査

整理番号

電力技術１．２（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

電気鉄道 電気鉄道の特徴と方式

項目 ａ･ｂ･ｃ

10

電力技術について電気的諸量の相互関係を踏まえて理解するとともに，関連
する技術を身に付けている。

11

1

7
照明設計

自動制御
電気関係法規 電気主任技術者　電気設備技術基準・解釈

評価

学期

電力技術に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技
術の進展に対応し解決する力を身に付けている。

電力技術を工業技術に活用する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に
主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

評
価
観
点
の
趣
旨

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

担当者からのメッセージ（学習方法など）

練習問題を解き、現象を理解できるようになろう。

2

3

12 電気関係法規 電気事業法

　　　　　　　　　　　　　　　学年末考査

コンピュータ制御
電気化学



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 □小テスト ■ノート □振り返りシート □作品
□パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂc
□小テスト ａ　　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 ａｂc
□ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 　　　
□小テスト ａb c
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　b 　
□作品 ａb c
□ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　c
（ ）

■定期考査 ａb 　
□小テスト 　　　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ ａ　c
□作品 ａ　c
□ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 　b c
□その他 　　　
（ ）

パルス回路

電源回路

・ハートレー、コルピッツ、クラップ、ウィン
ブリッ形発振回路について理解し、発振周波数
を求められる。
・水晶発振回路の原理を理解し、その特徴に関
する知識を身につける。

・振幅変調波の数式の意味を理解する。
・パルス波形の名称と定義を理解する。
・制御形電源回路の構成と各構成回路の働きを
理解し、変圧回路の変圧比、消費電力を求める
知識を身につける。

担当者からのメッセージ（学習方法など）

基本的な電子回路素子や回路を身近な所から関心を持ち、意欲的に現象を理解しようとする態度を身につける。

2

3
３月

２月

・発振回路の基礎

項目 ａ･ｂ･ｃ

１１月

１０月

電子回路について機能や特性を踏まえて理解するとともに、関連する技術を
身に付けるようにする。

１２月

１月

７月

・電力増幅回路

変調・復調回路

負帰還増幅回路、演算増幅器、電力増幅回路、
高周波増幅回路の基本的事項を理解する。

・ＬＣ発振回路
・ＣＲ発振回路
・水晶発振回路

電子回路に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技
術の進展に対応し解決する力を養う。

電子回路を設計・製作する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体
的かつ協働的に取り組む態度を養う。

評
価
観
点
の
趣
旨

24E-306

教科名

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、電子回路
の設計・製作に必要な資質・能力を育成することを目指す。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

４月

５月

月 学習項目・単元

いろいろな増幅回路

・負帰還増幅回路
・差動増幅回路

1

整理番号

年

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

単位数

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

科目名 ２

発振回路

電子回路（選択F）
工業（電気） 科

６月

学年 ３

使用教室 ＨＲ教室電子回路　新訂版（実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

９月

・高周波増幅回路

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

評価

学期

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現



滋賀県立彦根工業高等学校

□必修 ■選択

■定期考査 ■小テスト ■ノート □振り返りシート □作品
■パフォーマンス課題（プレゼンテーション・小論文・レポート・

ディベート・自主学習ノート）
□その他 （ ）

■定期考査 ａｂ　
■小テスト ａｂ　
■ノート ａｂc
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａｂc
□その他 　　　
（ ）
■定期考査 ａb 　
■小テスト ａb 　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

■定期考査 ａb 　
■小テスト ａb 　
■ノート ａb c
□振り返りｼｰﾄ 　　　
□作品 　　　
■ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ課題 ａb c
□その他 　　　
（ ）

担当者からのメッセージ（学習方法など）

6

ａ･ｂ･ｃ

興味関心、学習意欲、授業態度と合わせて、下記項目で評価します。

身近な活用例に興味関心を持ち、意欲的に理論や現象を理解しようとする態度を身につける。

2

3
3

2

第４章　通信装置
の入出力機器
・情報の入出力，
記録，再生装置
第５章　通信関連
法規
・通信に関する法
規

ａ

ｂ

ｃ

知識・技術

思考・判断・
表現

項目

11

10

12

1

7

第１章　有線通信
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ
・電話機・光信号
・伝送路
第２章　無線通信
・しくみ・ｱﾝﾃﾅ
・機器・移動通信

第３章　画像通信
・画像通信の基礎
・ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ技術
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの圧縮
技術
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱのｾｷｭﾘ
ﾃｨ技術

･ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸやLAN構成，LAN相互の接続につい
て理解させる。
･電話機の構造や機能を理解させる。
･多重化の必要性とその方法について理解させ
る。
･無線通信の特徴を理解させる。
・ｱﾝﾃﾅの種類や特性について理解させる。
・携帯電話システムの概要について理解させる。

・マイクロホンやスピーカの構造，動作原理，特
性などを理解させる。
・情報記録と再生装置の種類と特徴について理解
させる。
・通信法規の意義と体系を理解させる。
・有線電気通信法，電波法，電気通信事業法とそ
れに関連した法規の概要を理解させる。
・ｾｷｭﾘﾃｨに関連する法規の概要を理解させる。

・画像の分解と組立てにおける画素，走査につい
て理解させる。
・ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝの構成やﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ放送，多重化や変調
方式などについて理解させる。
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報の圧縮技術を理解させる。
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用した各種ﾃﾞｰﾀ伝送について理解
させる。
・暗号の重要性と各種の暗号方式について理解さ
せる。

24E-307

教科名

・通信技術に関する基礎的な知識と技術を習得する。
・習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。

評
価
法

評価方法
学習内容・ねらい

4

5

月 学習項目・単元

1

整理番号

年科目名 2
通信技術（選択Ｅ）

工業（電気） 科 学年 3 単位数

使用教室 ＨＲ教室

上に示す観点に基づいて、各観点で評価し、観点別学習状況の評価（Ａ、Ｂ、Ｃの３段階）および評点
（１～10の10段階）にまとめます。

9

学習の
目標

使用教科書
副教材　等

通信技術（765　実教出版）

主体的に学習
に取り組む

態度

・有線，無線，画像通信に関する知識を身につけている。
・入出力機器に関する基礎知識を身をつけている。
・通信関連法規の概要を理解している。

評価

学期

・通信技術について論理的な考え方ができる。
・通信に利用されている技術を正確に理解し，発表したり報告書を作成したり
できる。

・通信に関連する技術に興味・関心をもっている。
・情報の加工・伝送に関する学習に取り組み，活用する意欲をもっている。

評
価
観
点
の
趣
旨
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